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～デジタル化はボランティア活動に馴染むのか～
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自己紹介
【現在の所属・役職】

 長崎総合科学大学 名誉教授・客員研究員

 株式会社九州地域情報化研究所 代表取締役

 株式会社コミュニティメディア 取締役

 一般社団法人奥球磨スマートタウン研究所 代表理事

 公益財団法人九州先端科学技術研究所 特別研究員

 総務省地域情報化アドバイザー

 長崎県情報戦略アドバイザー

 熊本県氷川町CDO補佐官

 Code for NAGASAKI 代表

 一般社団法人九州テレコム振興センター九州地域情報化研究部会長

 長崎県観光審議会委員

 佐世保市行財政改革会議委員

 シニアネット長崎名誉会長 など

1【主たる業務】：自治体DX支援、地域社会DX支援、人材育成支援、まちづくり支援



私のボランティア活動
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「本日の命題」

デジタル化は

ボランティア活動に馴染むのか

「結論」

Yes!
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Society 5.0の時代に向けて
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Society 5.0による人間中心の社会

出典：内閣府資料
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デジタル技術による新たな変革

５G
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AI 

空飛ぶ車
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Cloud
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メタバース



デジタル化の進展に伴う社会の変容
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 遠隔で可能になった様々な社会システム

オンライン会議、オンラインコミュニティ、オンライン申請手続、オンライン診療

オンライン教育・学習、テレワーク、ワーケーション、など

 新しい技術やサービスで、薯らしやすさが向上している社会

自動化、無人化や遠隔診療、オンデマンドバスなどの新たな技術やサービスが、社会に実装され、

次第に暮らしやすさが向上している。

 データが活用される社会

現実の世界から収集した様々なデータが活用され、サイバー空間（仮想空間）とリアル空間(現実空

間)を融合させることで、経済発展と社会的課題の解決が図られる Society5.0 の実現に向かってい

る。 （ビッグデータ、オープンデータ）



デジタル化の進展に伴う社会の変容
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 あらゆるモノがサービスとして利用される社会

モノの「所有」から「利用」への変化がさらに進み、身の周りにあるあらゆるモノがサ ービスと

して利用され、所有しないことが当たり前となり、必要なモノが必要なときに必要なだけ、サー

ピスとして利用される。

 リアルの価値が再評価される社会

様々な分野でデジタル化、バーチャル化が進む一方で、デジタルでは代替できない、リアルでの

交流や体験の価値が再評価される。

様々な価値観を持つ人が活躍する社会

これまでの常識や価値観にとらわれない人が、社会にその個性や才能を認められ、新しい価値を

生み出そうと挑戦し、活躍している。



ボランティア活動におけるデジタル化の視点

9

 ボランティア活動を支えるデジタル化
 デジタル技術の活用によるボランティア運営の高度化

 デジタル社会を支えるボランティア活動
 デジタルデバイド（情報格差）支援

 デジタル技術を活用した新たなボランティア活動領域への拡大



ボランティア活動を支えるデジタル化

 組織内＆組織間コミュニティの形成を

 会員同士、組織間のコミュニティ形成を推進していますか？

 会員同士、組織間のコミュニティ形成にどのようなデジタル

手段をお使いですか？

 組織経営の効率化に向けて

 組織経営の効率化にどのようなデジタル手段

をお使いですか？

 組織の広報活動に

 組織の広報活動にどのようなデジタル手段

をお使いですか？

 メールの活用

 LINE等の活用

 オンライン会議

 SNSの活用 など

 Excel等での処理

 クラウドシステム活用

 見える化・共有化

 Excel等での処理

 クラウドシステム活用

 見える化・共有化

 HPの開設

 SNSを活用した広報

例えば
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デジタル社会を支えるボランティア活動

デジタルデバイド（情報弱者）支援

 人に優しいデジタル化の推進

 誰一人取り残さないデジタル社会の実現

我が国のデジタル化方針

全国展開型
携帯ショップ等に
よるスマホ操作支援

地域連携型
地方自治体と連携し
た社福協等の支援

デジタル活用支援推進事業（総務省）

民間事業者による
営利目的の支援

ボランティア的組
織による支援活動

11



デジタルデバイド（情報格差）支援例

 シニアネット等の活動をベースにした支援

 20年以上前から全国的に活動が拡大

⇨ 福岡県では、シニアネット福岡、シニアネット北九州、シニアネット久留米

などが活動中

 共通した活動目的と手法

⇨ ＩCＴをツールとして活用し、シニア世代の交流の

輪を広げ、シニア世代が自ら主体的に社会参加を

図り、生きがいづくり、地域における学びの共同体

新たな文化的・人的交流の場を創造する。

⇨ 循環型学びの共同体

シニアがシニアの教師 （先生であり生徒でもある）
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シニアネット長崎の活動例
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デジタル技術を活用した新たなボランティア活動例

 地域の伝統文化芸能など文化的資産のデジタル化支援

→ 文化遺産の次世代への継承

→ 文化的資産のデジタルアーカイブ化支援

→ デジタルデータのオープンデータ化促進支援

→ 次世代を担う子供たちの教育支援等への活用

 地域課題解決やまちづくり支援

→ データにもとづく地域課題解決アイデアの創出

→ データの収集とオープンデータ化支援

14
→ CIVIC TECH (シビックテック）活動



Thank you 

for 

listening

Society5.0,DXの実現には、

庁内が一体となって取組むことが重要！

みんなの力で実現しましょう！


